
 

市営谷山電停自転車等駐車場 



第 10 章 高架下利用

142

第 10 章 高架下利用

１０－１ 高架下利用計画

(1) 高架下利用に関する経緯

指宿枕崎線の高架化に伴って新たに生じる高架下の利用については、連続立体交差事業の都市

計画決定に先立って行った都市計画法第 23条第 6項に基づく協議において、JR九州の事業に必要

となる部分を除き、鹿児島市が高架下を借り受けることとしました。借受位置及び賃料などの詳

細については、別途協議することとし、平成 18 年 3 月 29 日に覚書を交換しました。

その後、平成 25 年 8月に鹿児島市にて、高架下空間の利用に関する調査・検討及び整備後にお

ける維持管理等の検討を目的に谷山地区連続立体交差事業高架下利用検討ワーキンググループ

（以下「高架下ワーキング」という。）を設置し、高架下利用に関する基本的な考え方の整理や高

架下利用に関する地元意向の調査を行いました。 

また、高架下ワーキングでの検討内容を踏まえて、平成 25 年度から鹿児島市、JR 九州にて高架

下の借受位置及び賃料などについて繰り返し協議を行い、平成 28 年 3月に高架下利用計画を策定

しました。 

覚書（平成 18 年 3 月 29 日）

（高架下利用）

第 4条 高架下の利用及びその使用料については、要綱第 10 条及び細目要綱第 16 条の

規定に基づくものとし、その詳細については、甲（鹿児島市）・乙（JR 九州）協議す

るものとする。

2 甲は、乙の事業に必要となる部分を除き、高架下を借り受けるものとする。なお、

借受位置及び賃料等の詳細については、別途甲・乙協議するものとする。

3 甲は、駅部を含む高架下において、甲の管理する駐輪場を設置する場合は、甲の負

担で設置するものとし、乙はこれに協力するものとする。なお、設置位置等の詳細に

ついては、別途甲・乙協議するものとする。
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(2) 高架下利用に関する基本的な考え方

① 地域特性を踏まえた検討

高架下利用の検討にあたっては、用途地域や土地利用状況など鉄道周辺の地域特性を勘案し、

高架化区間を大きく 4 つのゾーンに区分したうえで、ゾーン毎に高架下の利用方針をとりま

とめる。 

ゾーン区分 D 慈眼寺駅周辺 C 高架一般部 B 谷山駅周辺 A 谷山電停周辺

用途地域
準住居

第一種低層住居

準住居

第二種中高層住居
商 業

商 業

第二種中高層住居

土地利用状況 低層住宅地
西側［文教地区］

東側［住宅街］
商業業務地区を誘導

西側[店舗付住宅等]

東側[商業・業務系]

主要幹線道路 御所下和田名線
辻之堂本城線

惣福森山線

国道 225 号

南清見諏訪線
国道 225 号

公共交通機関 慈眼寺駅 － 谷山駅 谷山電停

基盤整備状況
西側［谷山第二地区］

東側［谷山第一地区］

西側［谷山第二地区］

東側［谷山第一地区］
［谷山駅周辺地区］

西側［桜川地区］

東側［小松原地区］

②公共利用のあり方

高架化区間には、公共交通の主要拠点である谷山電停、谷山駅、慈眼寺駅があることから、

公共交通機関の利用促進を図るため、利用者の状況を踏まえたうえで、駐輪場の確保を優先

的に検討する。

③地元意向の把握

高架下利用の検討にあたっては、沿線住民をはじめとする地元の意向把握が肝要であるこ

とから、沿線住民等を対象としたアンケート調査を実施するとともに、周辺活動団体からの

意見を聴取する。

図 10-1 高架下利用検討ゾーン区分図

玉
取
迫
鹿
児
島
港
線

玉
取
迫
鹿
児
島
港
線



第 10 章 高架下利用

 

144 

 

(3) 高架下利用に関する地元意向調査 

①アンケート調査 

■対象者 

（ 住  民 ） 周辺住民の中から無作為に抽出・・・2,000 名、沿線住民・・・2,396 名 

（鉄道利用者等） 周辺学生(学校関係者を含む鉄道沿線の中学生、高校生)・・・405 名 

■実施期間：平成 26 年 9 月 16 日（火）～9月 30 日（火）（15 日間） 

■調査票 
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■回答 

 

 対象者及び配布方法 配布数 回答数 回収率 

ａ 周辺住民 無作為抽出（郵送） 2,000 609 30.5% 

ｂ 沿線住民 連立だより配布者（投函） 2,396 473 19.7% 

ｃ 周辺の学生 

（学校関係者含む） 

鹿児島南高等学校、鹿児島情報

高等学校、開陽高等学校、谷山

中学校、鹿児島盲学校（持参） 

405 365 90.1% 

総 計 4,801 1,447 30.1% 

 

■アンケート調査結果 

 駅周辺（谷山電停周辺、谷山駅周辺、慈眼寺駅周辺）の傾向  

・住民、学生ともに「駐輪場」の要望が最も多い 

・住民の要望で次に多いのは「時間貸し駐車場」 

・学生の要望で次に多いのは「休憩場所として雨天時等も使用しやすい、遊歩道、広場、 

　緑地等」 

・周辺活動団体の意見は谷山電停付近で店舗利用者の為の駐車場が必要であるとの要望 

 高架一般部の傾向  

・住民、学生ともに「休憩場所として雨天時等も使用しやすい遊歩道、広場、緑地等」の要

　望が最も多い 

・住民、学生ともに次に多いのは「健康維持増進のための屋外運動等での利用」 

 その他共通した自由意見等や要望  

・雨天時でも利用しやすい施設 

・子供や高齢者に配慮した施設 

・高架下は防犯性を高める 

 

 

種  別 
駅周辺地域 高架一般部 

住 民 学 生 住 民 学 生 

駐輪場 ◎ ◎ － － 

駐車場（時間貸し） ○ － － － 

休憩場所として雨天時等も使用し

やすい遊歩道、広場、緑地等 
－ ○ ◎ ◎ 

健康維持増進のための屋外運動等

での利用 
－ － ○ ○ 

◎：最も要望が多かった  ○：次に要望が多かった 

 

表 10-2 アンケート調査結果 

表 10-1 アンケート調査回答数 
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②意見聴取

■対象者

・周辺活動団体（例：町内会や通り会、PTA などの周辺活動団体）

■募集方法

・鹿児島市ホームページ

・鹿児島市谷山支所、谷山サザンホール、谷山駅、慈眼寺駅、谷山電停へ「お知らせ」を掲示

・かごしま市商工会谷山本所、鹿児島南高等学校、鹿児島情報高等学校、鹿児島盲学校、谷山

　中学校、開陽高等学校へ「お知らせ」の案内及び掲示 

■募集期間：平成 26 年 10 月 10 日（金）（掲示開始日）～10 月 31 日（金）まで

■応募団体：1団体（谷山電停前通り会）

■実 施 日：平成 26 年 10 月 30 日（木）

■主な意見

・谷山電停付近で、50 台以上の規模の駐車場が必要

写真 10-1 谷山電停付近高架下駐車場
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(4) 高架下利用計画 
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１０－２ 高架下等整備 

(1) 駐輪場 

①谷山電停 

高 架 下：166 台（自転車：114 台、原付：47 台、自動二輪：5台） 

鉄道残地：585 台（自転車：537 台、原付：48 台） 

合  計：751 台（自転車：651 台、原付：95 台、自動二輪：5台） 

②谷山駅 

高架下：438 台（自転車：393 台、原付：40 台、自動二輪：5台） 

換 地：391 台（自転車：391 台） 

合 計：829 台（自転車：784 台、原付：40 台、自動二輪：5台） 

③慈眼寺駅 

高架下：385 台（自転車：355 台、原付：25 台、自動二輪：5台） 

換 地：287 台（自転車：287 台） 

合 計：672 台（自転車：642 台、原付：25 台、自動二輪：5台） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 10-2 市営谷山電停自転車等駐車場 写真 10-3 市営谷山駅自転車等駐車場 

写真 10-4 市営慈眼寺駅自転車等駐車場 
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(2) 遊歩道 

①永田川（右岸）    ～ 区画道路 6-2 号線    Ｌ＝約 60m 

②区画道路 10-2 号線    ～ 南清見諏訪線     Ｌ＝約 100m 

③南清見諏訪線     ～ 区画道路 7-1 号線    Ｌ＝約 60m 

④区画道路 7-1 号線    ～ 旧森永踏切      Ｌ＝約 60m 

⑤旧森永踏切      ～ 旧田辺第 1 踏切    Ｌ＝約 130m 

⑥旧田辺第 1 踏切    ～ 旧田辺第 2 踏切    Ｌ＝約 130m 

⑦旧田辺第 2 踏切    ～ 旧陣之平踏切     Ｌ＝約 190m 

⑧旧陣之平踏切     ～ 旧試験場踏切     Ｌ＝約 70m 

⑨旧試験場踏切     ～ 旧大久保踏切     Ｌ＝約 140m 

⑩旧大久保踏切     ～ 旧本庄踏切（付替）  Ｌ＝約 50m 

⑪旧本庄踏切（付替）  ～ 木之下川（左岸）   Ｌ＝約 190m 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

1 

2 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 

写真 10-5 遊歩道（旧森永踏切付近） 写真 10-6 遊歩道（旧田辺第 1 踏切付近） 

図 10-3 遊歩道位置図 
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(3) 自由通路 

 
谷山駅高架下自由通路 Ａ＝約 400 ㎡ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10-4 谷山駅自由通路平面図・断面図・立面図 

写真 10-7 谷山駅自由通路 写真 10-8 谷山駅下屋 

  


